色彩学ワークブック（ch.2）

学籍番号　　　　　氏名　　　　　　　．　　　　　　　　　

□□　第２章　配色の効果　□□
●チャレンジ〔１〕
次の図に色をはめ込んで、イッテンが色彩の基礎と考えた対比効果について確認してみよう。
○色相対比
○明暗対比
　　最も高い彩度の色を中心に
　　同色相で or 同明度で





○補色対比
○彩度対比
　　レッド−グリーンの補色対による構成
　　純色からグレーへの５段階による配色





　　　　　　　　　
（参考）
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●チャレンジ〔２〕　誘目性についての観察
街中で見渡したときにぱっと目に入るの部分はどんなところで、どんな色をしているだろうか。


━━━━━p29参照
（その場にいない人にもわかるように、周りの状況なども記述すること）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●チャレンジ〔３〕
いくつかの色彩調和論に則って作成した色の組み合わせを別ファイルで示す。それらのうち、どれが調和していると感じられるだろうか。

━━━━━p32〜41参照
· イッテンの色彩調和論
（１）　　　（２）　　　（３）　　　（４）　　　（５）
（６）　　　（７）　　　（８）　　　（９）　　　
· ラムフォードの色彩調和論
（１）　　　（２）　　　（３）　　　（４）　　　
· フィールドの色彩調和論
（１）　　　（２）　　　（３）　　　（４）　　　
　続く

· シュブリールの色彩調和論
（１）　　　（２）　　　（３）　　　（４）　　　（５）
（６）　　　（７）　　　（８）　　　（９）　　　（10）
（11）　　　（12）　　　
· オストワルトの色彩調和論
（１）　　　（２）　　　（３）　　　（４）　　　（５）
（６）　　　（７）　　　（８）　　　（９）　　　（10）
（11）　　　（12）　　　（13）　　　（14）　　　（15）　　　
（16）　　　
○ムーン・スペンサーの色彩調和論
（１）　　　（２）　　　（３）　　　（４）　　　（５）
（６）　　　（７）　　　（８）　　　（９）　　　（10）
●チャレンジ〔４〕　伝統的な色遣いの調査
歌舞伎の定式幕など、いくつかの色の組み合わせを下に紹介する。同様に、いいと感じられる配色の色遣いを記してみよう。
特に、歴史の中で受け継がれてきた伝統的な色遣い（たとえば暈繝彩色（うんげんさいしき）など）を表現してみよう。それらは、どのような原理によって選ばれているだろうか。


━━━━━p38参照
· ミッフィー（ディック＝ブルーナー）
· 定式幕

· フランス国旗（トリコロール）

· 上に表示した色は、物体色を計測したのではなく、Web上で、または画像の値を読み取って作成したものであることを申し添えます。

· 自分で探してきた配色

　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕←タイトルもしくは説明


　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕←タイトルもしくは説明


●チャレンジ〔５〕　等価な色の系列作成
色相は異なるが、心理的に等価な色の系列を作成してみよう。絵の具で混色することもできるし、ワークブックを使用して、モニター上で作業することもできる。


━━━━━p38、46参照
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